


　赤石山脈に端を発し180キロの急流を流れ落ちる大井川。河川に沿い走る大井川

鉄道は、かつては地域をつなぐ大動脈でした。産業の変化、交通網の変化という時

代の流れの中、つなぐ役割は残しながらも、地域との関わりのあり方は大きく変わっ

ていき「無人駅」という空間が生まれました。

　私たちは2018年に始まる、この芸術祭において、二つの無人を考えてきました。

一つは「地方の無人化」です。当地をはじめ日本の地方の多くは過疎の進行とともに

無人化へと歩んでいます。二つは「都市の無人化」です。人間は都市に集中していき

ますが、巨大な情報化と効率化によりこれまで人間が担っていた様々な場所が加速

度的に無人化しています。地方と都市と反する局面において同時に無人化が進む現

代において「人が減っていく」、その象徴的な場所が「無人駅」だと考えます。

　しかし、無人駅を入口として広がる集落には、昔からの暮らし、生活文化が今も息

づき、畑仕事や隣近所の集まりを大切に豊かでいきいき暮らす人々が確かに存在しま

す。この人々は生活と芸術を軽快に行き来し、生活と芸術が地続きにつながる場所に

暮らしています。それは私たちが、無くしかけてしまった、「記憶」「風景」「営み」です。

　人はなぜ生きるのか。コロナ禍の今、その問いはより鮮明に浮かび上がります。

UNMANNED（アンマンド）は、無人の、という意味。現代社会が忘れている豊かさ

の意味や人間の底力の息吹を「無人と呼ばれる場所」からアートを道しるべに感じて

ください。そして、あなたの目でアートに彩られた新しい日常を発見してください。

UNMANNED無人駅の芸術祭／大井川

総合プロデューサー＆ディレクター

NPO法人クロスメディアしまだ

大石歩真・兒玉絵美

　また、私たちはもう一つの無人を経験しました。「コロナウィルスによる無人化」で

す。新型コロナウィルスが世界中に蔓延し、世界の在り方は大きく変化しました。会

いたい人に自由に会いにいくことも禁じられ、会話が失われ、世界中の至る場所が無

人化していきました。
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「ヌクリ里・図絵
─人々の手による、人々の芸術をつくるプロジェクト─その壱」

民俗・歴史の研究者による土地の調査
と連携し、抜里地区に住まう人々の手に
よる芸術「田楽舞踏（抜里歌舞伎）」の
創作プロジェクト第1弾。抜里集落の
様々な拠点で、ダンスを通して、抜里の
人々の生活や民話を模写していく。音楽
集団が、古典から現代まで幅広い音楽
で構成される抜里歌謡をお囃子で担い、
音楽劇のように進行していく。
日時：3月21日（月・祝）  13:00～15:00
集合・解散：大井川鐡道 抜里駅
参加費：おひとり 1,000円（高校生以下 無料）
申込：不要・直接現地へ

日時： 3月21日（月・祝） 15:00～17:00 ／ 場所：大井川鐡道 抜里駅
案内役：森繁哉、星憲一朗（歴史研究者）、早川知子（民俗研究者）
参加費：無料 ／ 申込：不要・直接現地へ

関連企画 「歩き  読み  知る  抜里版風土記」

アーティスト、研究者とともに集落を探訪し、潜在するものを掘り起こし、参加者が
抜里地区の「地図」を作成していく。ここで展開される「地面歩き」「集落歩き」を、
第二弾のプロジェクトで民衆歌舞伎につなげていきます。

森繁哉

地蔵まえ４（縫い合わせ）

昨年度の発表作品が今期開幕中にもお目
見えします。さとうりさと集落の妖精達（住
民）とオンラインを活用しながら協働で作り
上げた作品が広大な茶畑の中に浮かび上
がります。設置も集落の妖精たちが行いま
す。見ることができたらラッキー！
日時：会期中のお天気の良い日
会場：大井川鐡道抜里駅エリアの茶畑

さとうりさ

上野雄次

① 「川と竹の交響アクション」
上野雄次と日本を代表するディジュリドゥ奏者のGoroによる、神尾駅と眼下に望む
大井川河川敷を使った音とアクションの壮大なパフォーマンスです。神尾の成り立
ちに深く関わる川の精と竹の精に、ふたりのアーティストがむきあいます。
出演：上野雄次、Goro
日時：3月13日（日） 14:00～15:00 ／ 場所：大井川鐡道神尾駅
参加費：おとな 1,000円、高校生以下 無料 ／ 申込：不要。直接現地へ

② 「花いけ合戦  島田大会」
花いけのトーナメント戦。競技者は5分間で即興で花をいけます。観客を魅了させたほ
うが勝ちというシンプルなルール。感性、創造性、そして花をいけたいという思いを競
います。手に汗握る真剣勝負をお楽しみください。競技者求む！！
日時：２月26日（土） 13:30～15:30 ／ 場所：大井川川越し街道
参加費：無料 ／ 申込：不要。直接現地へ（競技者は先着8名）

③ 「バンブーハウスの花いけパフォーマンス」
地域に群生する竹で茶室に生まれ変わった旧
駅舎をつかった花いけパフォーマンス。ザ・み
どり探偵団のおもてなしとのコラボレーション
企画です。
日時：2月27日（日）、3月20日（日） ①10:40～ 
②11:40～ ③12:20～ ④13:10～ ⑤14:00～
場所：大井川鐡道 神尾駅

「アートプラット／大井川」 ～ ぼくらのまちじゅう文化祭 ～

芸術祭の会期にあわせ、まちじゅうで文化芸術に触れる機会を作ろう！と様 な々団
体や市民が多彩なプログラムを主催します。公式イベントと合わせ 50のプログラ
ムが！
芸術祭と合わせて参加をすれば、もっと深く地域と人とアートに出会えます。
作品鑑賞だけではもったいない！こちらも合わせてぜひ！
＊各プログラム詳細は公式HP参照

「大井川に橋は架けられるのか」　

わたしたちは川の対岸に行けるのか？ 自分で橋
をかけた人は、対岸があること、そこから見る
景色が違うことを忘れないでいられます。みん
なで協力して大井川に一日限りの「橋」をかけら
れるかの実験をするワークショップ。
日時：3月20日（日） 13:00～16:00  ※雨天中止
場所：抜里エリア  大井川河川敷 ／ 参加費：無料
持ち物：濡れてもよい恰好、長靴、タオル
対象：5歳から高校生まで ／ 定員：20名
申込：公式HPより

TAKAGI  KAORU

「ホタルのたまごづくり」

抜里エコポリスが進めるホタルの森づくり。ヒデミニ
シダと女子美術大学生有志が看板のリニューアルに
加え森への道を光で演出する「ホタルのたまご」の
制作を行います。完成したたまごはホタルの季節に
森への道を照らします。ぜひ一緒に制作しましょう！
＊各プログラム詳細は公式HP参照

日時： 2月26日（土） ／ 時間： 10:00～12:00（出入り自由）
会場：インフォメーションセンター（ぬくりプラザ ☞ 島田市川根町抜里320）
申込：不要。直接現地へ

ヒデミニシダ

日時：2月27日（日）、3月13日（日）、3月20日（日）
1日5 回開催 （各回 5 席、限定 25 食） ①10:40～ ②11:40～ ③12:20～ ④13:10～ ⑤14:00～
参加費 ：500 円（ウェルカム緑茶とお茶漬け代）
申込：事前予約か直接会場へ  https://reserva.be/eventlabo2018
※3月13日（日）の⑤14:00の回は実施なし

関連企画 「ザ・みどり探偵団 ～神さまと巣篭り～」

上野雄次の作品で、お茶と神さまの伝説を楽しむひとときを。お
供え物の中で最も大切とされるお米をおにぎりにし、「天神さま」
と呼ばれる神さまがいる梅干しをいれたお茶漬けを提供します。

（※お茶のあおしま茶師が大井川流域で育った茶葉を厳選）

「公開マスクお渡し & トークライブ」

今回、ライフマスク素焼バージョンを制作した方々に、それ
をお渡し。展示したマスクと顔を並べて、校長先生の思いな
どご本人から体験談が聞ける気楽なトークショーです。
日時：3月 13日（日）  13:00～13:30
会場：中川根第一小学校（川根本町徳山100）
参加費：無料 ／ 申込：不要。直接現地へ

形狩りの衆

案内人による芸術祭オフィシャルツアー

ガイド付き鑑賞で作品をより深く味わおう！作品のみどころや成り立ち、地域のことま
でガイドします。当日のご参加大歓迎！
日時：①3月5日（土） ☞ 川越し街道編 ②3月12日（土） ☞ 抜里＋α編

両日とも、11:30～1時間程度
集合・解散：①川越し街道・川会所  ②大井川鐵道抜里駅 ／ 申込：不要。直接現地へ

「鹿舞」

川根本町徳山に伝わる「鹿ん舞」の太古の
姿をイメージした鹿の帽子と衣装を纏い杉
原信幸が舞います。中村綾花（音）
日時：2月27日（日） 14:00～
会場：石間家（川根本町久野脇954・三津間集落センター南側）
参加費：ドネーション（投げ銭）制 ／ 申込：不要。直接現地へ

杉原信幸×中村綾花

会場map
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島田鳶鴉屋（しまだとびがらすや）作 品
タイトル

江戸時代、大井川は幕府によって架橋を認められず、
川越し人足によって旅人は対岸へ運ばれた。大井川
が増水し川止めされると両岸の藤枝、島田、金谷、日
坂には旅人が滞留し、宿場は大変な賑わいだった。
懸命に水流の中を往復した川越し人足たちは、まる
で川底を這う沢蟹のようであり、大井川を挟んだ東
海道を行き交う旅人は、河原の上空で孤独に弧を描
くトンビか、群れなして飛び惑うカラスのようである。
作家はかつてそこにあったかもしれない想像上の旅
籠を制作する。

「よそ者」として訪れた土地において普段見出すこと
のない置き去りにされたものたちに、深い共感を寄
せる。声高ではないが、古くから土地に存在する信
仰と祝祭の気配を纏いつつ、うらぶれた場所にそれ
ら作品は出現する。

作 品
タイトル

静岡県内で暮らすインドネシア人技能実習生が、猟
友会や笹間神楽保存会の人 と々共にコロナ特効薬

「河童」の狩猟を試みるモキュメンタリー映画。ユー
モラスで人間味あふれる高齢化社会、外国人技能
実習生制度の問題、コロナの影響を受ける地域社会
などが描き出される。第16回ジョグジャ・ネットパッ
ク・アジア国際映画祭2021 正式招待作品（インドネ
シア）2021年/6K/25分/フルカラー

〈上映会場〉
2/25〜3/6　十番宿（川越し街道）
3/7〜3/21　インフォメーションセンター（抜里）

河童の狩猟技術を学ぶ
インドネシア人技能実習生、

小
鷹
拓
郎 Takuro Kotaka

川越し街道

地図ア
（十番宿）

（会期中変更あり）

エリア

設置
場所

1984年埼玉県生まれ。アーティスト、映像作家。国内
外の噂話や伝説を題材にして現実の社会問題を反
映させるプロジェクトを発表。2017年文化庁新進芸
術家海外研修員、2019年ポーラ美術振興財団在外
研修員。現在は埼玉県とインドネシアを拠点に活動。

続 ・々川狩り（Cleaning ＆ Reusing）作 品
タイトル

2019年無人駅の芸術祭で発表した「続・川狩り」（筏
流し）は、大井川上流で伐採された材木が島田の向
谷等まで河川により運搬されるプロセスを追体験す
る作品。今回は流れ着いた材木を陸揚げし、建物に
変えていくプロセスを作品化するもの。
大井川に散乱する流木で新たな川会所を制作。中
には流木による蓮台越し・渡舟・お茶をたてる様をイ
メージしたオブジェを配する。
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夏池＝社会状況や地域の具体的な問題に目を向けな
がら幅広くリサーチした上で新たな表現を求め、その
プロセスや鑑賞する人達との関わりを大切にしている。
山本＝静岡県内で美術教師として生活する傍ら、イ
ンスタレーションを中心とする美術家としても活動し
ている。夏池氏や形狩りの衆との芸術活動を通じて
アプローチを開始した。

渡る願い作 品
タイトル

大井川の駿河と遠州で同時に展示。川越し街道におけ
る「渡る願い」の展示（駿河側）とともに日切駅から日
限地蔵尊を結ぶ「表参道」の展示（遠州側）を行う。作
家は駿河と遠州を往復しながら日限地蔵尊が地域の
人々に信仰される姿に感銘を受ける。大井川橋、蓬莱
橋の美しさと歴史的な重み、人々をつなぐ姿を感じる。
駿河と遠州の間の「願い」を渡す姿、橋への気概、人足
たちの熱気や情緒を改めて表現。
川は隔たりをつくるものだが、逆に結びつきを強くする
ものなのかもしれない。

作品イメージ「盃と沢蟹」（2021）

作品制作中の様子

「表参道─願いをつなぐ─」（2021）

川越し街道

地図エ（川会所）

エリア

設置
場所

日切駅

日限地蔵尊通り沿いの各所

エリア

設置
場所

加藤力・渡辺五大・山崎真一によるアートプロジェクトユニット。
3人の名前から一文字ずつをとり命名。各々の作品性を維持しな
がらも三位一体となり、アートを媒体として地域社会の活性化を
目指す 「ゆるやかな共同体=協働体」である。 

小山真德、力五山、夏池篤＋山本直、小鷹拓郎

作品イメージ（2021作品再上映）
河川敷駐車場

島田市博物館
（島田市河原1丁目5-50）

十番宿

博物館分館

朝顔の松公園

仲間の宿

川会所

●ア

●エ

●イ

●ウ

川越し街道
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「五和駅」から改称

体験型フードパーク
「KADODE OOIGAWA」
TOURIST
INFORMATION

「おおいなび」
併設

上野雄次 ゆるかわふう＋原正彦

さ
と
う
り
さ R

isa Sato

抜 里 駅エリア

設置
場所 地図❷（しまの竹やぶ）

命の時間、旅の時間作 品
タイトル

私たちは毎日トイレットペーパーを消費して生活して
いる。排泄は生きることの根源的な行為のひとつ。一
生涯で消費するペーパーの総延長は、人それぞれ予
め決まっているといえるのではないだろうか。トイレ
ットペーパーは、いわば「命の時間」。一方で、鉄道に
は多くの乗客が経験した「旅の時間」が折り重なる。 
駅舎内にペーパーを任意に垂らして白い空間を作る。

「命の時間」と「旅の時間」をトイレットペーパーに託し、
人がいなくなることから生まれる新しい風景を提案。
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ゆるかわ＝発泡断熱材（スタイロフォーム）を用いた
オリジナル技法「光彫り（ひかりぼり）」を考案。22年
神戸ファッション美術館、23年福岡アジア美術館個
展開催予定。
原＝建設的なバックグラウンドを基に物事を考えつ
つ、自身の派遣社員としての立場から、「人」という最
も根本的な存在に着目した作品を作成。

作品イメージサトゴシガン（2021）

作品イメージ

私達が日々見ている風景には、多様な物語が潜んでいる。実際には数多の物語が目の前で起きて
はいても、そのことに気づかず素通りしてしまうことが多い。しかし、自身のここまで歩んできた道
のりを思い描くように目の前にある景色を見てやれば、それは一瞬にして小説よりもはるかに面白
い物語となって、私達をあらゆる世界にいざなってくれる。このように世界を媒介してくれるものを
作家は「内なる器」と呼ぶ。
作品の会場は、抜里集落のかつて左官屋を営んでいたお宅。大井川の中流に位置し、近景には茶
畑と家、そしてさまざまな生業の加工場。そして遠景には雄大な山々がみえる。この場所とその住
人にどんな物語があったのかを想像する。時が止まったかのような空間に、粘土、水引を使った造
形作品を配置し、そこに潜んでいる物語を描く。ここを訪れる方にも、この場所に流れる時間や作
品を手掛かりに、自身の「内なる器」を見出し、それぞれの物語を描いてもらいたい。

作 品
タイトル 「日々の景色は物語でできている」

粘土による器のほか、水引を使った立体造形をつくる。器とは有形
無形のものを湛える（たたえる）ことで、ものの変化や潜在的な物
語を捉えることができる道具になると考えている。したがって食器
などにとどまらず、さまざまなもの（ときには家屋や人の内面）のな
かに器を見出す。自作の磁器を使ったパフォーマンスは、道具と環
境の相互作用により、参加者が自身の内なる器の存在に気づく機
会になっている。自作の器で食事を提供することで街中にさまざま
な関係性と物語をうむスペース「ひととき」を主宰。器の可能性を
追求し続ける作家。

くぐりこぶち作 品
タイトル

現在では禁止となっている野鳥を獲るための罠「こ
ぶち」を、生きものたちのエネルギーが交差していた
場所として捉え、やぶのなかにインスタレーションを
制作。「くぐりこぶち」を通り抜けたとき、ほんの少し
世界が変わって見えるかもしれません。
※「地蔵まえ３／サトゴシガン」（地図❶）「地蔵まえ４

（縫い合わせ）」（茶畑内）も発表

美術作家。東京藝術大学大学院美術研究科デザイ
ン専攻修了。神奈川県を拠点に活動。作品を通じた
コミュニケーションの可能性を考察する。ワークショ
ップを通じた共同制作なども数多い。

TAKAGI  KAORU

設置
場所 地図❺（天野邸）

抜 里 駅エリア

ワークショップ 「大井川に橋は架けられるのか」
3/20(日)　13:00～16:00　※雨天中止
場所 ： 抜里エリア  大井川河川敷　参加費 ： 無料
対象 ： 5歳から高校生まで　定員 ： 20名

＊詳細は公式HPを参照

作品イメージ

上
野
雄
次 U

ji U
eno

老朽化した旧駅舎に、地域に群生する竹を積層させた覆屋を設け、お茶室のようなトリップ空間へと変容させる。入口をくぐって
竹の通路を辿ると、そこには異空間が現れる。正面には神尾山の荒 し々い山肌とトンネルを見渡す独特の景観を臨むことができ、
非日常の体験を味わうことができる。
旧駅舎からホームに至るまでの路地に、割竹をアーチ状に設置し、竹製のトンネルをつくる。
トンネルの隙間からは山の青 と々した木々や空が見え隠れし、来訪者は心地よく誘導されながらホームへと辿ることができる。  ホ
ームの先端近くには、籠上に編んだ竹製ベンチを設置。そこに身を置いてみると、体全体を竹で覆われることとなり、まるで巣ごも
りしているような落ち着いた感覚に包まれる。眼下には大井川の雄大な景色が広がり、特別な体験を持ち帰ることができる。 
また、会期中の週末ごとにライブパフォーマンスやお茶会など様 な々企画が実施される。
さらに、上野雄次のアートフェスティバルでは恒例となっている車と一体化しているオブジェ作品「暴走花いけ号の島田バージョン」
を制作。東京と島田を行き来し、島田の街を走る路上パフォーマンス的作品も展開する。

作品イメージ

パフォーマンス❶ 「川と竹の交響アクション」　
3/13(日) 14:00～15:00
場所 ： 神尾駅　料金 おとな1000円（高校生以下無料）

パフォーマンス❷ 「花いけ合戦  島田大会」
2/26(土) 13:30～15:30
場所 ： 大井川川越遺跡　料金 ： 無料

パフォーマンス❸ 「バンブーハウスの花いけパフォーマンス」
2/27（日）、3/20(日)　場所 ： 神尾駅
①10：40～ ②11：40～ ③12：20～ ④13：10～ ⑤14：00～

関連企画 「ザ・みどり探偵団 〜神さまと巣篭り〜」
2/27（日）、3/13（日）、3/20(日)
いずれの日も、1日5回開催 （各回 5 席、限定 25 食）

①10：40～ ②11：40～ ③12：20～ ④13：10～ ⑤14：00～ 
※3/13（日）は⑤14：00～の部を開催しません。

＊詳細は公式HPを参照

作 品
タイトル バンブーハウス／暴走花いけ号の島田バージョン

1967年京都府生まれ。1988年偶然出会った勅使河原宏氏の展覧会と「創造行為
というのは破壊がなければ生まれない」という言葉に衝撃を受け、華道を学び始め
る。国内の他、インドネシアやタイなどでも創作活動を展開。2005年より「はないけ」
のライブパフォーマンスを開始。詩人、写真家、ミュージシャン、工芸家等とのコラボ
レーションも多数行っている。モノと花材を選び抜いて活けることで独自な「はない
け」の世界を築き続けている。創造と破壊を繰り返す予測不可能な展開は、各分野
から熱烈な支持を得ている。　神尾駅

旧駅舎
ホーム

エリア

設置
場所
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杉原信幸×中村綾花

●❹

アーム理容
久米辰次商店 

抜里八幡神社

魚藤商店

作 品
タイトル

これまで作家が探索し続けてきた島田市、大井川流
域の様 な々土地で見つけた美しい表層のマチエール

（細かな質感）を、デジタルフロッタージュの手法を
用いまじまじと眺める試み。フロッタージュで用いる
墨や鉛筆をデジタルスキャナーに置き換え、スキャナ
ーが持つ光学特製を操作し、現場空間の光環境を含
め対象物の表層の質感を面対面で写しとり展示する。
※「境界のあそびばⅡ／ちゃばらのカーテン」（地図
❸）も発表

地図❹
（川根茶ぬくり園）

エリア

設置
場所

建築的な手法をベースに、風景との対話を生む環境
インスタレーションを多く手がける。当たり前にそこに
ある周囲の環境や、意識しなければ見えにくい事象
に眼差しを向け、世界の広がりや、その美しいディテ
ールに触れる作品を制作する。

抜 里 駅

「境界のあそびばⅠ／浮かぶ縁側」（2020） 作品イメージ

関連企画 「歩き　読み　知る　抜里版風土記」

民俗研究者、歴史研究者、抜里地区の語り部とともに集落を探
訪し、抜里地区に潜在するものを掘り起こし、参加者が抜里地
区の「風土記」を作成していく。ここで展開される「集落歩き」を、
第二弾のプロジェクトで民衆歌舞伎の因子にしていく。

開催日時 ： 3/21（月・祝） 15:00～17:00
集合・解散 ： 大井川鐵道 抜里駅
案内役 ： 森繁哉、星憲一朗（歴史研究者）、

早川知子（民俗研究者）
参加費 ： 無料

＊詳細は公式HPを参照

作 品
タイトル

1947年山形県出身、山形県在住。民俗学者、舞踊作家、「巫座」代表。
東北芸術工科大学教授、田園学舎学長歴任後、作家活動に入る。
日本古来の身体技法を現代芸術に昇華した数多くの舞台作品で、現代日本の最高
の舞踏スタイルを確立したとして、フランス、ドイツなどに招聘される。
共演・協力：星組（星憲一郎／歴史研究者、音楽レーベル「涼音堂」主宰、松村知紗
／歌手・舞踏家、「呪文座」主宰、澤田邦弦／津軽三味線・ギター奏者、津軽三味線
澤田流名取、早川知子／建築士、民俗研究者ほか

森繁哉  Shigeya Moriヒ
デ
ミ
ニ
シ
ダ H

idem
i N

ishida 境界のあそびばⅢ／
あそび 場のマチェール

集落の風土や生活様式から生み出されるさまざまな行動・思考というものを、土地の物語を
綴ることによって芸術という果実に転化することができないだろうか。
民俗・歴史の研究者による土地の調査と連携し、抜里地区に住まう人々の手による芸術「田楽
舞踏（抜里歌舞伎）」の創作プロジェクトを立ち上げる。それは、舞とお囃子による抜里の物語、

「抜里風土記・絵図」である。
今年度は、創作第1弾として、抜里集落の「駅」「茶畑」「裏山」「家の庭（作業所）」などの拠点で、
森繁哉がダンスを通して、抜里の人々の生活や民話を模写していく。音楽集団が、古典から
現代まで幅広い音楽で構成される抜里歌謡をお囃子で担い、音楽劇のように進行していく。
さらに、抜里の人々が語り部、奏でる人、演じる人、呼ぶ人、配る人、売る人など、さまざまな形
で参加し、集落は「演戯市場」のような様相を呈することとなる。
かつて川筋に発生した歌舞伎の現代版として、川の民による芸能・芸術の立ち上げを試みる。

─人々の手による、人々の芸術をつくるプロジェクト─その壱
ヌクリ里・図絵抜 里 駅

抜里集落

エリア

設置
場所

「土地巡り 
陽だまりの劇」

―森繁哉ダンス劇場―
開催日
3月21日(月・祝)
集合・解散
大井川鐡道抜里駅
集合13:00〜解散15:00
料金
おひとり ： 1,000円
高校生以下 ： 無料
お申込み
不要。直接現地へ

抜
里
駅

❷

●❻
●❶

●❺

❸●❼

ぬくりプラザ
島田市川根町抜里 320
（OPEN 10:00～16:00）
※月曜休館（3/21を除く）

※その他休館日あり

インフォメーション
センター

大
井
川

茶
畑

抜 里 駅

川根茶
ぬくり園
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木村健世 形狩りの衆 ｉｉ（アイアイ）

鹿ん帽と鹿舞作 品
タイトル

川根本町の徳山には鹿の顔の帽子を被って舞う鹿
ん舞がある。川根本町の狩猟会の協力を仰ぎ、鹿の
毛皮を鞣し、鹿の毛皮の帽子と、鹿皮の衣装を制作。
空間には集めた古い着物を張りめぐらせ祭りの舞
台のような空間を作る。会期中には鹿の繁殖期の鳴
き声の音源に合わせ即興の鹿舞を行
い古代の鹿ん舞の記憶を呼び覚ます。
※2/27（日） 14:00～ パフォーマンス
開催　※設置場所住所：川根本町久
野脇954（三津間集落センター南側）
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塩 郷 駅

三津間集落
・石間家

エリア

設置
場所

生活と結びつく手仕事を行う帽子作家の中村綾花
と美術家の杉原信幸のユニット。土地の記憶の欠片
を繋ぎ合わせることで、土地に宿っている形を造形
化し、その創作行為から生まれる身体による即興の
舞による儀式を行う。

作品イメージ

作品イメージ

「無人駅文庫　抜里」（2020） 作品イメージ
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下 泉 駅

駅 ホ ー ム

エリア

設置
場所

青 部 駅

青 部 駅 舎

エリア

設置
場所

無人駅文庫　下泉

顔の家  駿河徳山

青部の吊橋：ふたたび渡す作 品
タイトル

作 品
タイトル

作 品
タイトル

下泉駅にまつわる記憶、思い出、できごと──。
一見なにもない無人駅には、その周辺に住む人たち
の人生や暮らしの足跡が積層している。
目には見えないけれど。
インタビューによって集められた「駅の記憶」それぞ
れを一編の小説として捉え、
そのあらすじを記した「無人駅文庫 文庫目録」を駅
のホームに置く。
そのページをめくるときに浮かび上がり、再生される
シーンはあなたに、どんな駅の風景を見せてくれるだ
ろうか。 ※無人駅文庫 文庫目録はお一人一冊ずつお持ち帰りになれます

「顔の家」プロジェクトは川根本町を中心に展開し3
年目。10代から80代まで様々な人 と々交流を深めた。
今回は、子どもたちの記憶を通じて「顔の家」を未来
に残すことを目指す。変化する子どもの顔かたちを
手元に残したいというおかあさんの声に応え、1年後
に統廃合が予定される小学校と協働し児童や先生
が集う学校の中心に「顔の家」を出現させる。
※会期中は休日・平日とも観覧可能
※3/13（日） 13:00～トークライブ開催

青部地区には、渡ることのできない吊橋がある。安全
上・河川法上の理由から撤去が検討されるも、住民
の反対運動により見送られ、通行禁止のまま残って
いる。しかし、無人の吊橋は今もなお、ゆらめきながら
人々の心の中に確かに存在している。今回、青部駅に

「青部の吊橋」を出現させることで、吊橋の記憶を呼
び起こし、外から来る人とを繋ぎ、青部地区の想いを
次の世代にふたたび渡すための新たな橋をつくる。

作品イメージ

2001年アートユニット「フタボンコ」を結成、以降「ま
ち」にユニークなプログラムを挿入し、場を様々な角
度から見つめる「まちづくり一歩手前の行為としての
アート」を多数手がける。2008年より個人名義で活動。
近年は人の暮らしが紡ぐストーリーを聞き取りによっ
て集め、場を文庫として捉える作品を展開している。

形狩りの衆は「顔の家」プロジェクトのために、山本
の呼びかけで集まった型取りの技術者集団で、地域
住民とライフマスクを製作するワークショップを通じ、
そこに住む人々の存在証明としてアーカイブを目指
すとともに型取り技術の伝承を試みている。今回結成されたアートユニット。小林由佳を中心に

結成された着ぐるみアイドルユニットしでかすおと
もだち、古着やハギレで小さな立体を制作しプロセ
スも含めて作品とするインスタレーションを日本各
地で展開する安部泰輔、土地の記憶を探る写真家
Uma Kinoshitaの3名で構成。

ii（アイアイ）は、日高衣紅（ヒダカ　イク）と戴飴霏
（タイ　イフィ）からなるアートユニット。中国語、日
本語共に「アイ」は「愛」の発音である。版がもつ作用
を通して、人と人とを繋ぐ仕事をしていきたいという
思いが込められている。

設置
場所

地図❻（さとはちのブリキ屋）
地図❼（抜里八幡神社）
及び点線（エリア内各所）

エリア

抜
里
駅

i i

大井川鐵道の乗車や作品鑑賞をより楽しむための心得

※大井川鐵道ＨＰ　https://daitetsu.jp/
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川根本町立
中川根第一小学校

エリア

設置
場所

駿河徳山駅

くもうきはし作 品
タイトル

過疎化による地域の維持という大きな課題に直面す
る場所で生き生きと生きる人々。 その人々に光を当
て、 それを見守るように長い年月在り続ける抜里八
幡神社の神様のきぐるみ（タカカミサマ）を制作。タ
カカミサマが里に降り
人々と過ごす不思議な
１日を写真を介してあ
らわす。 地域を散策し
ながらタカカミサマと
人々の交流の記録をた
どり、最後はさとはちの
ブリキ屋に現れた祠で
タカカミサマを感じて
いただきたい。

会場map



交通案内

飛行機利用：就航先→富士山静岡空港→（直通バス25分）→ ＪＲ島田駅→（東海道線約5分）→ ＪＲ金谷駅

※ＪＲ金谷駅で大井川鉄道へ乗換かレンタカー等→〈芸術祭開催エリアへ〉

ご来場される皆さまのご協力をお願いいたします。ご来場、ご鑑賞の際は必ずマスク着
用をお願いします。手を触れる作品場所にアルコール消毒を設置しますのでご使用くだ
さい。少しでも体調が悪い方、風邪のような症状のある方はご来場をお控えください。

アートに彩られた無人駅フィールドを発見してください。
スタンプラリーでスタンプを全て集めた方には参加賞をお渡しします。また、抽選で10名様にプレゼントが当たります。

アーツカウンシルしずおかとは

「アーツカウンシルしずおか」は、まちづくりや観光、国
際交流、福祉、教育、産業など、社会の様々な分野と文
化芸術を結び付け、社会課題への対応や地域の活性
化を目指す住民主体の創造的な活動を支援します。

［新型コロナウィルス感染防止対策について］

電 車 利 用：ＪＲ東 京 駅→（東海道新幹線約1時間）→ ＪＲ静岡駅→（東海道線約30分）→ ＪＲ金谷駅

ＪＲ名古屋駅→（東海道新幹線約1時間）→ ＪＲ掛川駅→（東海道線約15分）→ ＪＲ金谷駅

※ＪＲ金谷駅で大井川鉄道へ乗換かレンタカー等→〈芸術祭開催エリアへ〉

車　利　用：東　京ＩＣ→（新東名高速道路約2時間）→島田金谷ＩＣ→〈芸術祭開催エリアへ〉

　 　 名古屋ＩＣ→（新東名高速道路約2時間）→島田金谷ＩＣ→〈芸術祭開催エリアへ〉

　 　 ※駐車場は「エリアマップ（作品設置駅にて配布、公式サイト）」にて確認下さい。

芸術祭開催エリアは、大井川鉄道無人駅及び周辺となります 最新情報は公式サイトから

http://unmanned.jp/
FaceBook・Instagram・Twitter で

「UNMANNED 無人駅の芸術祭」を検索

お問い合わ せ

静岡県島田市日之出町 4-1-1F（C-BASE 内）
TEL: 0547-39-3666
Mail: info.unmanned@gmail.com

ＵＮＭＡＮＮＥＤ 無人駅の芸術祭／大井川
事務局（ＮＰＯ法人クロスメディアしまだ）

スタンプラリーで無人駅巡りのススメ

◉抽選で10名様にプレゼントが当たります（プレゼント内容は公式サイトて発表いたします）。
　スタンプが押されたパンフレットのお写真の画像を添付して、必要事項（住所・お名前・連絡先・当芸術祭の感想）とと
　もに右記までお送り下さい。　☞ プレゼント応募先：info.unmanned@gmail.com
　※プレゼントは、芸術祭会期終了後、順次お送りさせていただきます。当選発表は発送をもって代えさせていただきます。

◉スタンプラリーでスタンプを全て集めた方は、インフォメーションセンターにてご提出ください。参加賞をお渡しします。
　☞ インフォメーションセンター：ぬくりプラザ （島田市川根町抜里320） ※OPEN 10:00～16:00  ※休館日あり

小山真徳①

川越し街道

上野雄次⑥

神 尾

森繁哉⑪

抜 里

ii（アイアイ）⑯

青 部

夏池篤＋山本直②

川越し街道

ゆるかわふう＋原正彦⑦

福 用

しでかすなかまたち⑫

抜 里

小鷹拓郎③

川越し街道

（抜 里）

さとうりさ⑧

抜 里

杉原信幸×中村綾花⑬

塩 郷

力五山④

川越し街道

TAKAGI KAORU⑨

抜 里

木村健世⑭

下 泉

力五山⑤

日 切

ヒデミニシダ⑩

抜 里

形狩りの衆⑮

駿河徳山


